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一　

調
査
の
経
緯

　

郵
政
資
料
館
が
所
蔵
す
る
歴
史
資
料
の
中
に
は
、
時
折
思
い
が
け
な
い
も
の
が
含
ま

れ
て
い
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
奥
深
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
と
り
あ

げ
る
中
世
文
書
も
、
二
〇
〇
八
年
に
郵
政
資
料
館
所
蔵
資
料
の
評
価
の
た
め
同
館
を
訪

問
し
た
折
に
、
井
上
卓
朗
氏
か
ら
そ
の
存
在
に
つ
い
て
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
も
の
で

あ
る
。
史
料
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
井
上
氏
も
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が（
１
）、
そ

の
後
多
少
の
知
見
が
得
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

筆
者
が
最
初
に
実
見
し
た
際
に
は
、
文
書
は
か
な
り
損
傷
し
た
状
態
で
往
来
軸
に
巻

き
付
け
ら
れ
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
往
来
軸
の
実
例
は
珍
し
く
、
開
い
て
み
た
と

こ
ろ
文
書
自
体
も
一
見
し
て
平
安
時
代
の
原
文
書
で
、
東
大
寺
関
係
の
も
の
と
判
断
さ

れ
た
。
そ
こ
で
古
文
書
と
し
て
史
料
的
価
値
が
高
い
の
で
、
保
存
に
万
全
を
期
さ
れ
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
。
そ
の
後
、
資
料
館
の
適
切
な
ご
判
断
で
、
二
〇
〇
九
年
度
に
保

存
修
理
が
施
さ
れ
、
面
目
を
一
新
し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

　

関
連
史
料
を
確
認
し
た
結
果
、
文
書
と
往
来
軸
の
間
に
、
直
接
の
関
係
は
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
、
以
下
、
文
書
と
往
来
軸
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
判
明
し
た
こ
と
を

述
べ
た
い
。

二　

天
永
元
年
十
一
月
十
五
日　

僧
賢
算
田
地
売
券

〔
寸
法
〕

　

縦
二
九
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

横
四
九
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

一
紙

〔
本
文
〕

　
　

謹
解　

申
売
買
田
事

　
　
　
　
　

之
内
壱
段
沽
却
了

　
　
　

合
参
段
者　
在
東
大
寺
川
上
御
庄
内

字
山
小
田
南
辺
者　

　
　
　
　

四
至　
限
東
横
道　

限
南
又
道

限
西
溝　
　

限
北
類
地

　
　

右
件
田
、
賢
算
相
伝
領
掌
無
他
妨
、

　
　

而
依
有
要
用
、
限
直
米
拾
参
斛

　
　

伍
斗
、
紀
乙
先
生
永
所
売
渡
也
、

　
　

但
依
有
類
地
、
於
本
文
書
者
不

　
　

副
渡
之
状
、
如
件
、

　
　
　
　

天
永
元
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
人
僧
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

買
人
紀

郵
政
資
料
館
所
蔵
の
中
世
東
大
寺
文
書
と
往
来
軸

 

田
良
島　

哲　
　
　

 

資
料
紹
介



郵政資料館所蔵の中世東大寺文書と往来軸

160（2）

図１　天永元年11月15日　僧賢算田地売券　（表）

図２　天永元年11月15日　僧賢算田地売券　（裏）
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（
紙
継
目
）

　
　
　

（
件
領
田
売
買
実
正
明
白
也
カ
）

　
　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

　

※
袖
裏
及
び
奥
裏
の
紙
継
目
に
花
押
あ
り
。

　
（
翻
字
は
お
お
む
ね
現
行
通
用
の
字
体
と
し
た
。）

　

こ
の
文
書
（
図
１
）
は
「
売
券
」
す
な
わ
ち
売
買
の
事
実
を
証
明
し
て
、
売
主
か
ら

買
主
へ
交
付
さ
れ
る
文
書
で
あ
り
、
本
文
書
の
場
合
、
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
に
「
僧

賢
算
」
か
ら
「
紀
乙
先
生
」
へ
田
地
が
売
り
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
紙
継
目
裏
に
花
押

を
据
え
て
文
書
の
抜
き
取
り
を
防
ぐ
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
（
図

２
）、
本
来
は
権
利
の
継
承
関
係
を
証
明
す
る
た
め
に
複
数
の
文
書
を
貼
り
継
い
だ
「
連

券
」「
手
継
証
文
」
と
呼
ば
れ
る
形
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

中
世
の
売
券
は
「
売
渡
申
…
」
と
書
き
出
す
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
文
書
は
「
謹
解
」

で
書
き
出
し
て
い
る
。「
解
」は
古
代
で
は
上
申
文
書
に
用
い
ら
れ
る
様
式
で
、「
謹
解
」

で
書
き
出
す
の
は
売
買
自
体
が
申
請
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
の
名
残
り
を
示
す
比
較
的
古

い
形
式
で
あ
る
。

　
「
川
上
庄
」
は
河
上
庄
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
大
和
国
添
上
郡
に
所
在
し

た
東
大
寺
領
荘
園
の
一
つ
で
、
名
は
佐
保
川
の
上
流
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ

れ
る
。
現
在
で
も
奈
良
市
北
部
に
川
上
町
の
字
名
が
残
り
、
中
世
で
は
奈
良
の
町
か
ら

京
都
へ
向
か
う
街
道
で
あ
る
奈
良
坂
の
近
辺
に
あ
た
る
。
関
連
史
料
は
平
安
時
代
中
期

か
ら
東
大
寺
文
書
に
見
え
、
多
く
は
す
で
に
『
大
日
本
古
文
書
』
や
『
平
安
遺
文
』
に

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
史
料
上
の
初
見
は
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
で
あ
る
か
ら
、
本
文

書
は
比
較
的
古
い
史
料
と
言
え
よ
う
。

　

川
上
庄
は
中
世
東
大
寺
の
膝
下
庄
園
の
一
つ
と
し
て
、
古
く
は
清
水
三
男
氏
の
先
駆

的
な
研
究
が
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
で
は
泉
谷
康
夫
氏
や
伊
藤
鋭
彦
氏
が
と
り
あ
げ
て

い
る（
２
）。「
川
上
庄
」
と
い
う
名
を
持
っ
て
は
い
る
が
一
円
的
な
支
配
領
域
で
は
な
く
、

個
別
の
寄
進
に
よ
る
断
片
的
な
田
地
の
集
合
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
の
共
通

し
て
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
売
券
も
平
安
時
代
に
東
大
寺
領
と
し
て
集
積
さ

れ
た
田
地
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
現
段
階
で
は
東
大
寺
等
が
所
蔵
す
る
原

史
料
の
状
況
を
調
査
す
る
い
と
ま
が
な
く
、
接
続
す
る
連
券
に
含
ま
れ
る
他
の
文
書
を

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
し
た
い
。

三　

往
来
軸

　

往
来
軸
は
題
箋
軸
あ
る
い
は
立
籤
と
も
呼
ば
れ
、
巻
子
の
軸
の
上
部
に
見
出
し
と
し

て
文
書
の
表
題
や
日
付
を
書
き
込
め
る
よ
う
な
題
箋
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
題
箋
部

は
平
た
い
板
状
の
も
の
と
、
四
面
に
記
載
が
可
能
な
駒
形
の
も
の
が
あ
る
。
正
倉
院
文

書
の
中
に
は
文
書
を
貼
り
付
け
た
当
初
の
状
態
で
残
っ
た
も
の
が
あ
る（
３
）。
郵
政
資

料
館
で
は
、こ
の
往
来
軸
に
前
述
の
売
券
を
巻
き
つ
け
た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
き
た
が
、

両
方
の
史
料
は
、
東
大
寺
旧
蔵
で
あ
る
と
い
う
以
外
に
直
接
の
関
係
は
な
い
。
往
来
軸

は
伝
存
例
の
他
に
、
遺
跡
か
ら
の
出
土
例
も
見
ら
れ
る
が（
４
）、
全
体
と
し
て
遺
存
は図３　題箋　全体
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少
な
く
、
実
物
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
今
回
確
認
し
た
往
来
軸
の
概
要
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。
現
状
は
図
３
お
よ
び
図
４
に
示
し
た
。

〔
寸
法
〕

　

全
長　

三
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

軸
径
一
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

題
箋
部
長
さ

五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

題
箋
部
上
幅
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

題
箋
部
下
幅
二
・

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

〔
本
文
〕

　
　

（
第
一
面
）「
大
和
国
添
」

　
　

（
第
二
面
）「
上
郡
カ
ウ
殿
」

　
　

（
第
三
面
）「
壱
町
寄
進
」

　
　

（
第
四
面
）「
状
宇
都
宮
入
道
」

　

こ
の
往
来
軸
に
対
応
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
寄
進
者
の
名
前
と
田
地
の
面
積
か
ら
判

断
し
て
、「
東
大
寺
文
書
（
成
巻
文
書
）」
に
収
め
る
左
記
の
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）

二
月
十
五
日
沙
門
蓮
生
〈
宇
都
宮
頼
綱
〉
田
地
寄
進
状
（『
鎌
倉
遺
文
』
一
〇
―

七
一
六
三
号
）
が
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　

（
端
裏
書
）「
□
□
宇
都
宮
入
道
□
□
□
進
状
」

　
　
　
　
　

寄
進　

大
和
国
水
田
壱
町
者

　
　
　
　
　
　

在
管
四
至
坪
付
所
出
等
、
別
紙
載
之

　
　
　
　

右
件
田
、
南
都
東
大
寺
大
仏
脇
士
観
世
音
菩
薩

　
　
　
　

毎
夜
不
退
燈
明
用
途
料
、
限
永
代
令
寄
進
□
、

　
　
　
　

此
尊
者
祖
父
禅
門
重
阿
弥
陀
仏
所
奉
造

　
　
　
　

立
之
像
也
、
仍
彼
熒
魂
為
令
得
無
垢
清
浄
之

　
　
　
　

光
、
兼
蓮
生
為
令
結
花
台
迎
接
之
縁
、
寄
進

　
　
　
　

如
件
、

　
　
　
　
　

建
長
二
年
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
門
（
花
押
）

　

寄
進
者
で
あ
る
宇
都
宮
頼
綱
は
、
下
野
宇
都
宮
に
本
拠
を
構
え
た
鎌
倉
時
代
前
期
の

有
力
御
家
人
の
一
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
歌
人
と
し
て
も
名
を
知
ら
れ
る
。
寄
進
状
に

言
及
さ
れ
て
い
る
「
祖
父
禅
門
重
阿
弥
陀
仏
」
は
宇
都
宮
朝
綱
で
、
東
大
寺
再
建
に
当

た
っ
て
源
頼
朝
か
ら
大
仏
の
脇
侍
観
音
菩
薩
像
の
造
立
を
任
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
五
十
年
後
に
孫
の
頼
綱
が
そ
の
後
生
に
お
け
る
往
生
を
祈
っ
て
仏
前
の
燈
明
料

と
し
て
東
大
寺
に
田
地
を
寄
進
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
往
来
軸
は
鎌
倉

時
代
に
作
成
さ
れ
た
新
た
な
伝
存
例
と
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

四　

伝
来
を
め
ぐ
っ
て

　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
頃
の
刊
行
と
見
ら
れ
る
逓
信
博
物
館
『
陳
列
品
目
録
』（
５
）

の
中
に
「
往
来
軸　

一
個　

田
山
宗
堯
氏
出
品
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
田
山
宗
堯
（
た

や
ま　

む
ね
と
う
）
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
東
京
市
日
本
橋
区
数
寄
屋
橋
に
あ
っ

た
書
籍
商
・
出
版
社
「
警
眼
社
」
の
社
主
で
、
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
警
察
行
政
関
係

の
書
籍
や
雑
誌
を
多
く
編
集
発
行
し
て
い
た（
６
）。

　

一
方
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
影
写
本
の
中
に
、
大
正
六
年
に
「
東
京

市
京
橋
区
数
寄
屋
橋
」
在
住
の
田
山
宗
堯
所
蔵
の
文
書
十
三
点
を
影
写
し
た
「
田
山
文

書
」
が
伝
わ
る
。
こ
の
文
書
は
そ
の
後
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
て

い
る
が（
７
）、
そ
の
内
容
は
い
ず
れ
も
奈
良
の
春
日
若
宮
の
神
主
を
務
め
た
千
鳥
家
に

関
す
る
も
の
で
、
田
山
宗
堯
が
奈
良
か
ら
出
た
古
物
を
入
手
し
て
い
た
事
実
が
判
明
す

（第１面）

（第３面）

（第２面）

（第４面）
図４　題箋　本文
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る
。
こ
の
往
来
軸
は
「
出
品
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
当
時
は
寄
託
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
の
館
で
、
古
い
往
来
軸
が
い
く
つ
も
持
ち
込
ま
れ
る
と

は
想
定
し
に
く
い
の
で
、
田
山
所
蔵
の
往
来
軸
が
逓
信
博
物
館
（
郵
政
資
料
館
）
の
所

蔵
に
な
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
東
大
寺
文
書
は
、
巷
間
で
分
蔵
さ
れ
て
い
る

も
の
が
多
く
、
こ
の
二
種
の
史
料
も
そ
う
い
っ
た
一
例
と
言
え
よ
う
。

　
〔
謝
辞
〕 

調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
修
理
後
写
真
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
郵
政
資

料
館
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

註１　

 

井
上
卓
朗
「
新
た
に
発
見
さ
れ
た
東
大
寺
文
書
」（『
郵
便
史
研
究
』
第
二
七
号

二
〇
〇
九
年
三
月
）。

２　

 

清
水
三
男
「
東
大
寺
領
大
和
国
添
上
郡
河
上
荘
」（『
日
本
中
世
の
村
落
』
一
九
四
三
年
）、

泉
谷
康
夫「
東
大
寺
領
大
和
国
河
上
庄
の
構
造
」（
赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念
事
業
会
編『
国

史
論
集
』
一
九
七
二
年
）、
鈴
木
鋭
彦
「
東
大
寺
領
大
和
国
河
上
荘
の
売
券
」（『
愛
知
学
院

大
学
論
叢
（
一
般
教
育
研
究
）』
十
一
、一
九
六
五
年
）
な
ど
。

３　

 「
刊
行
物
紹
介　

正
倉
院
文
書
目
録　

三　

続
修
後
集
」（ 
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』

第
二
九
号
、
一
九
九
四
年
）。

４　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
古
代
日
本　

文
字
の
あ
る
風
景
』
二
〇
〇
二
年
。

５　

 

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
参
照
し
た
。
刊
行
年
の
推
定
は

同
館
所
蔵
本
の
受
け
入
れ
印
の
日
付
に
よ
る
。

６　

 

東
京
書
籍
商
組
合
編
『
東
京
書
籍
商
組
合
史
及
組
合
員
概
歴
』
一
九
一
二
年
。
な
お
、
田

山
の
履
歴
に
つ
い
て
は
下
記
の
考
察
が
あ
る
。
吉
原
敏
彦
「
警
眼
社
社
主
田
山
宗
堯
と
は

誰
ぞ
」、http://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/tatyoshi/tayam

a.pdf

７　

 

藤
原
重
雄
「『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
関
係
史
料
の
収
集
・
校
正
お
よ
び
春
日
大
社
関
係
散

逸
史
料
の
調
査
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

 

（
た
ら
し
ま　

さ
と
し　

東
京
国
立
博
物
館　

学
芸
研
究
部　

室
長
）


